
1．PCI Expressの
コンフィグレーション空間

PCI Expressにおけるコンフィグレーション空間の全体

像を図1に示します．コンフィグレーション空間は全部で

4,096バイトあり，下位256バイトは従来のPCIと互換性の

ある領域でPCI（互換）コンフィグレーション空間と呼ばれ

ます．上位 3,840バイトは，PCI Express拡張コンフィグ

レーション空間と呼ばれるPCI Express独自の領域です．

● PCIコンフィグレーション空間

先頭256バイトの領域へのアクセス方法ですが，PC/AT

互換機の場合はI/OポートのCF8h/CFChを経由してアク

セスします．

特にPCIコンフィグレーション空間の先頭64バイトは，

コンフィグレーション・ヘッダと呼ばれ，従来のPCIと互

換性のあるレジスタが並んでいます．

PCI コンフィグレーション空間の後ろの 192 バイトは

PCI Express機能構造体などを格納するために，デバイス

（や IPコア）の設計者が自由に使ってよい領域です．PCI

Express機能構造体にはPCI Express機能レジスタが含ま

れます．この領域はPCI Expressだけの特別なものではな

く，PCI 2.2で定義されたものです．

機能構造体や新機能レジスタの役割は，本稿の最後で説

明します．

● PCI Express拡張コンフィグレーション空間

コンフィグレーション空間のアドレス100h～FFFhの

3,840バイトはPCI Express拡張コンフィグレーション空

間注 1と呼ばれ，PCI Express機能拡張レジスタを格納す
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　前回（2010年1月号，pp.155-164）はトランザクション層を完成させ，デバッグを行うにはコンフィグレーシ
ョン・レジスタの作成が必須ということがわかった．今回は，コンフィグレーション空間を作って，トランザクシ
ョン層の動作を確認する． （筆者） 
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注1：機能レジスタや機能構造体，拡張機能などと似たような名前が多く非

常にややこしいが，「拡張」と付いたものは100h番以降のアクセスし

にくい領域にあると覚えておけばよい．

PCI（互換)コンフィグレー
ション空間 
PC/AT互換機の場合はI/O
ポート0xCF8/CFCを通じ
てアクセスできる 

PCI Express拡張コンフィ
グレーション空間 
従来の方法ではアクセスで
きない 

オフセット 
00h
40h

100h

FFFh

PCIコンフィグレーション・ヘッダ 

PCIデバイス依存領域 
（新機能レジスタが配置される） 

PCI Express拡張機能レジスタが 
配置される 

PCIでおなじみの 
ヘッダ 

拡張エラー・レポーティングやバ
ーチャル・チャネル，デバイス・
シリアル番号，電力管理など 
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図1
コンフィグレーション空間の全体像

従来のPCIコンフィグレーション空間のほか
に広大な領域が用意された．


